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果が不良になる傾向を示したが(PSA無再発期間 66.5日 vs 342日, p=0.087 ログランク
検定, p=0.007 Cox比例ハザード分析)、エンザルタミドではARの異常と治療効果との間














した。続いて CRPC症例 102例の cfDNAで ARを評価したところ、47例（46.1％）に増幅
を、25例（24.5％）に計 34個の変異を認めた。cfDNAに ARの異常が同定される因子と
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